
3
8
0
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

大
学
図
書
館
最
新
事
情

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年5月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

学生地域連携推進委員会（通称：つなGirl）
尼崎ご当地野菜「尼いも」ゆるきゃらイラスト選手権の表彰式にて（園田学園女子大学）

No.380

2018

隔月刊

5

特集　大学図書館最新事情
座談会　私立大学における女性のキャリア形成
小特集　�海外留学体験の効果測定に対する取り組み�
－海外短期派遣プログラムを中心に－

明日への試み　広島女学院大学
わが大学史の一場面　大阪薬科大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中央大学／明治大学／東海大学
クローズアップ・インタビュー
� 株式会社トーカ堂代表取締役　北 義則さん



Thesaurus Un
iversitatis

南庭園から本館を望む

正面玄関

大階段下中央ホール



だいがくのたから

清
泉
女
子
大
学
本
館
（
旧
島
津
公
爵
家
袖
ヶ
崎
本
邸
洋
館
）

　

２
０
１
８
年
３
月
15
日
の
学
位
授
与
式
当
日
、
式
服
の
ガ
ウ
ン
に
身
を
包
ん
だ
卒
業
生
た
ち
が
、
学
内

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
記
念
撮
影
を
行
っ
て
い
た
。
最
も
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
の
が
本
学
の
誇
る
本
館
、

２
０
１
７
年
に
竣
工
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
旧
島
津
公
爵
家
袖
ヶ
崎
本
邸
洋
館
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
深

紅
の
絨
毯
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
通
し
て
美
し
い
光
が
差
し
込
む
大
階
段
周
辺
で
は
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
学
生
の
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

本
学
は
東
京
都
品
川
区
、
通
称
島
津
山
と
呼
ば
れ
る
住
宅
街
の
一
角
に
あ
る
。
正
門
か
ら
続
く
、
カ
ー

ブ
し
た
坂
道
を
登
り
切
っ
た
と
こ
ろ
で
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
洋
館
は
、
鹿
児
島
島
津
家
30
代
当
主
島
津

忠
重
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。
設
計
施
工
は
英
国
人
建
築
家
ジ
ョ
サ
イ
ア･

コ
ン
ド
ル
。
明
治
初
期
に
お

雇
い
外
国
人
と
し
て
来
日
し
、
設
計･

建
築
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
日
本
人
建
築
家
を
育
成
し
、
日
本
近

代
建
築
の
父
と
称
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
古
典
様
式
を
基
調
と
し
、
東
側
正
面
玄
関
の
車
寄
せ
、
南
芝

庭
に
張
り
出
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
、
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
印
象
的
な
こ
の
洋
館
は
、
本
学
が
横
須
賀

か
ら
こ
の
地
に
移
転
し
た
１
９
６
２
年
以
来
、
本
館
と
し
て
大
切
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。

　

２
０
１
２
年
、
本
館
は
コ
ン
ド
ル
の
晩
年
の
優
れ
た
住
宅
建
築
と
し
て
、
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
と

な
っ
た
。
そ
の
際
特
に
評
価
さ
れ
た
の
は
、
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
役
の

校
舎
と
し
て
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
室
、
会
議
室
、
研
究
室
、
そ
れ
に
学
長
室
や

建
学
の
精
神
を
支
え
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
堂
も
こ
こ
に
あ
る
。
外
部
の
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
利
用

さ
れ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
か
つ
て
島
津
家
で
最
も
格
式
の
高
い
応
接
場
所
で
あ
っ
た
。

学
生
た
ち
は
文
化
財
の
も
つ
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
学
び
、
卒
業
後
も
そ
の
時
間
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
と
い
う
。

　

歴
史
と
伝
統
は
た
や
す
く
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
々
の
学
び
の
場
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
溶
け
込

ん
で
い
る
本
館
は
、
か
け
が
え
の
な
い
本
学
の
た
か
ら
で
あ
る
。

清泉女子大学
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　つなGirl は、2014年から学生会の委員会の一つと
して「つながって、まきこんで、楽しんで、笑顔が
うまれて、またつながって」をコンセプトに活動し
ています。園田学園女子大学が立地する尼崎のご当
地野菜「尼いも」の取材をきっかけに、「尼いも応援
団」と称し、尼芋奉納祭（於：貴布禰神社）に参加
することになりました。
　尼芋奉納祭では、来場者からゆるきゃらのイラス
トや名前を募集し、「尼のいも子」を完成させるな
ど、さまざまな取り組みを行っています。

＊１�　尼崎のご当地野菜である「尼いも」は、昭和の大型台
風による水害のために、絶滅したサツマイモです。2003
年に市民団体「尼いもクラブ」によって復活し、農家や
市民ボランティアによって焼酎や茎のつくだ煮などを開
発しています。

〈表紙写真〉
学生地域連携推進委員会（通称：つなGirl）
尼崎ご当地野菜「尼いも」ゆるきゃらイラスト
選手権の表彰式にて（園田学園女子大学）



　けやきアベニュー　

大学前の道路の正門から学舎へと続く道に「けやきアベニュー」があります。

本学第５代理事長・一谷定之焏は、格調高く四季折々に美しい姿をみせる 

けやきを、園田学園女子大学のシンボルとして選びました。

そして、舗道に小さな石を敷き詰めて、大きな円がいくつもつながるように 

（どこまでも続くように）描き、その両側にけやきのトンネルをつくりました。

「けやきアベニュー」はこれまでも、これからも学生を迎え続けています。

大 学 点 描



ペサウ号

そのだクライストチャーチキャンパス（SCC）

「ペサウ」とは、現地語で「外洋へでる水
路」を意味しており、いつの日か内海から
太平洋へという願いを込めて名付けたとい
います。
その名のとおり、1986年に星座と風、潮
流を頼りとする伝統的な航法でミクロネシ
ア連邦ヤップ州から小笠原諸島まで航海し
ました。
現在は、本学から未来へ船出する学生に、
その歴史とオセアニアの伝統文化を伝える
貴重な学術資料として保管されています。

本学の国際交流はオセアニア諸国から始まりました。オセアニアの広大な大地に
立った一谷定之焏が、ぜひ学生に日本と異なる風土を体感し、国際的な視野で物
事を捉えられるように成長してほしいとの願いを込めて始めたものです。

オセアニア諸国から始まった国際交流は、
現在アジア、オセアニア地域の7大学と学
術提携をするまでに至っています。
1993年にニュージーランド・クライスト
チャーチ教育大学の協力を得て、同大学内
に開設されたそのだクライストチャーチキャ
ンパスは、本学に限らず全国の留学生に海
外での充実した学びの場を提供しています。

公立小学校を見学しているようす ボランティア作業のようす

国 際 交 流



地域での学び

経験値教育

本学の建学の精神は「捨我精進」です。「捨我」とは、人を愛し自分の為すべきこ
とに全力を尽くすことです。「精進」とは、幸福な世の中をつくるため勇気を持っ
て挑戦することです。
現代に置き換えると、相手の身になって考え、誠実に行動し、仲間と協力して幸
せな社会をつくるために努力することと解釈できます。そこには、自己と他者の
存在を意識し、互いを認め合える成熟した人間関係が生まれます。

本学が位置する尼崎市や尼崎商工会議所な
どと連携しながら、地域と共に地域課題の
解決に取り組む教育、研究活動を実践して
います。
学生は地域の方々の協力を得ながら、さま
ざまな経験を積み重ねています。

本学は、「経験値教育」を掲げています。
経験値教育とは、自己の経験を客観化し、他
者との比較により相対化したうえで、その蓄
積を成長の糧とする教育です。
経験値は「知識」と「知恵」、そして「知識を
知恵に変える力」の三つで構成される値です。

尼崎市立衛生研究所主催
「まちの自然みぃつけた！庄下川観察会」

食育フェア2016
「尼崎市学校給食展」

尼崎市市制100周年記念
「あまがすきハーフマラソン」

建学の精神「捨我精進」



NPO法人あまがさき環境オープンカレッジ主催
「エコあまフェスタ」

尼っ子のスポーツ振興プロジェクト

みんなのサマーセミナー実行委員会

園田学園女子大学大岡山グリーンキャンパス
　「自分たちで作った掃除道具で、
� 掃除の楽しさを知ろう！」　

親子で！楽しく！リラックス！
「ママカフェクリスマス」

まちづくり解剖学
「尼いも」と園田学園女子大学

人間健康学部	 総合健康学科	 人間看護学科	 食物栄養学科
人間教育学部	 児童教育学科
短 期 大 学 部	 生活文化学科	 幼児教育学科



　

園
田
学
園
女
子
大
学
は
、
大
学
名
が
設
立
地
の
「
園
田
村
」

に
由
来
し
て
お
り
、
一
貫
し
て
、「
地
域
と
と
も
に
歩
む
大

学
」
と
し
て
地
域
社
会
と
つ
な
が
り
、
学
び
、
活
躍
す
る
女

性
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
、
学
生
の
価
値
観
は
多
様
化
し
、
社
会
に

お
い
て
は
、
大
き
な
変
化
の
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
欅
は
、
し
っ
か
り
と
直
立
し
た

幹
か
ら
ほ
う
き
状
に
枝
を
広
げ
、
葉
は
四
季
折
々
に
色
を
変

え
て
い
く
。

　

こ
の
欅
の
よ
う
に
、
失
敗
が
許
さ
れ
る
場
で
あ
る
大
学
の

学
び
の
中
で
、
学
生
は
経
験
を
積
み
重
ね
、
生
涯
で
多
く
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
知
力
を
身
に

付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
も
備
え
、
自
立
し
た
女
性
と
し

て
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
誠
実
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い
。

大
き
く
変
化
す
る
社
会
で

花
開
く
た
め
に

川
島 

明
子
●
園
田
学
園
女
子
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

２
０
１
０
年
に
米
国
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
（Educational Com

-
m

ission for Foreign M
edical Graduates

）
が
、国
外
の

医
科
大
学
に
つ
い
て
は
米
国
の
医
科
大
学
認
証
評
価
機
構
も

し
く
は
世
界
医
学
教
育
連
盟（W
FM

E
：W

orld Federation 
for M

edical Education

）
の
基
準
に
準
拠
し
た
分
野
別
認

証
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
卒
業
生
に
対
し
て
２
０
２
３
年

以
降
米
国
の
医
師
国
家
試
験
受
験
資
格
を
与
え
な
い
と
宣
言

し
た
。
こ
の
宣
言
の
背
景
に
は
、
米
国
で
は
医
師
の
約
30
％

が
国
外
の
大
学
の
医
学
部
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
医
師
の
質
担
保
が
米
国
に
お
い
て
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
米
国
の
動
き

に
対
し
、日
本
か
ら
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
を
介
し
て
米
国
医
師
国
家

試
験
を
受
験
す
る
受
験
生
の
数
は
毎
年
50
〜
60
名
程
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
し
て
、
仮
に
わ
が
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
が

こ
の
認
証
を
受
け
な
く
と
も
実
質
的
な
問
題
に
は
な
ら
な
い

と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
社
会
全
体
が
急
速
に
国
際
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ

る
な
か
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
の
宣
言
を
無
視
す
れ
ば
日
本
の
医

学
界
が
世
界
の
な
か
で
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
こ
と
へ
の
危
機

感
が
、
医
学
教
育
に
携
わ
る
多
く
の
人
々
に
共
有
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
然
る
に
、
わ
が
国
に
は
医
学
部・

医
科
大
学

に
対
す
る
分
野
別
認
証
制
度
は
そ
も
そ
も
存
在
し
て
お
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
、
認
証
を
行
う
第
三
者
機
関
の
設
置
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
全
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
は
、
２
０
１
０
年
以
降
、

こ
の
国
際
認
証
に
対
応
す
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
。

新
井 

一
●
順
天
堂
大
学
学
長
、
全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
会
長

わ
が
国
に
お
け
る
医
学
教
育
の
現
状
と
課
題
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１　
わ
が
国
の
医
学
教
育 

　
　

―
２
０
０
１
年
以
降
の
改
革

　

従
来
、
医
学
教
育
は
そ
れ
を
担
当
す
る
大
学
に
大
き
な
裁

量
権
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
性
を
も
っ
て
学
生
の
教
育

を
実
践
し
て
き
た
。
し
か
し
、
１
９
９
０
年
代
に
な
る
と
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
が
あ
り
、
全
て
の
医
学
部・

医
科
大

学
に
お
け
る
医
学
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
、
こ
れ
を
一
定
水

準
以
上
に
保
つ
こ
と
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
教
育
内
容
を
再
編
成
し
、
根
幹
部

分
（
コ
ア
）
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
画
一
化
す
る
と
同
時
に
、

多
様
化
に
も
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
が
急
務
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
医
学
生
が
履
修
す
べ
き
コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
す
る
と
同
時
に
、
医
療・
医
学
の
多

様
化
に
対
応
す
る
選
択
性
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
、
そ
の

上
で
各
医
学
部・

医
科
大
学
が
そ
の
教
育
理
念
に
基
づ
い
た

医
学
教
育
を
実
践
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
２
０
０
１
年
に
医
学
教
育

の
抜
本
的
な
改
革
を
目
指
し
て
、「
医
学
教
育
モ
デ
ル・

コ

ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

―
教
育
内
容
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
文

部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ

図表１　医学教育モデル・コア・カリキュラム（2016年度改訂版）
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キ
ュ
ラ
ム
は
、
そ
の
後
２
０
０
７
年
、
２
０
１
０
年
、
２
０

１
６
年
に
改
訂
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
２
０
０
１
年
が
「
医
の
原
則
」、「
問
題
解
決
能
力
」、

「
症
候・
病
態
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
診
療
参
加
型
臨
床
実

習
」、「
共
用
試
験
」、
２
０
０
７
年
は
「
地
域
医
療
」、「
腫
瘍

学
教
育
」、「
研
究
の
視
点
」、
２
０
１
０
年
は
「
基
本
的
診
療

能
力
」、「
地
域
医
療
」、「
研
究
マ
イ
ン
ド
」
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
の
最
新
版
（
図
表
１
）
で
は
、「
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
医
師
の
養
成　

社
会
の
変
遷
へ
の
対
応
」
が

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、「
縦
の
つ
な
が
り
」、

「
横
の
つ
な
が
り
」、「
医
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
資

質
と
能
力
」、「
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
」、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」、「
腫
瘍
」、「
教
養
教
育
と
準
備
教
育
の
整
理
」、

「
世
界
へ
の
発
信
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
１
年
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
る

「
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
医
学
教
育
で
は

患
者
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
の
な
い
見
学
型
あ
る
い
は
模
擬

参
加
型
の
実
習
が
主
体
で
あ
っ
た
た
め
に
、
学
生
が
診
療
チ
ー

ム
に
参
加
し
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
診
療
業
務
に
従
事
し
な

が
ら
、
医
師
と
し
て
求
め
ら
れ
る
知
識・

思
考
法・

技
能・

態
度
な
ど
の
基
本
的
能
力
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
」

は
、
冒
頭
で
述
べ
た
医
学
教
育
の
国
際
認
証
を
わ
が
国
に
適

応
さ
せ
る
際
に
依
然
と
し
て
課
題
が
残
る
と
さ
れ
、
２
０
０

１
年
時
点
に
お
け
る
問
題
意
識
が
そ
の
後
の
15
年
間
に
十
分

に
克
服
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

２
０
０
１
年
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、「
共
用
試
験
」
へ
の
言
及
で
あ
る
。
２
０
０

１
年
か
ら
４
年
後
の
２
０
０
５
年
に
は
、
医
学
生
が
臨
床
実

習
を
行
う
に
足
る
能
力
が
あ
る
か
否
か
を
厳
格
に
評
価
す
べ

く
、
臨
床
実
習
開
始
前
に
コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
到
達
目

標
に
準
拠
す
る
形
で
共
用
試
験
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
共
用
試
験
は
、
知
識
の
総
合
的
理
解
度
を
評
価
す
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
客
観
試
験
（CBT

：Com
puter 

Based T
esting

）
と
、
態
度・

基
本
的
臨
床
技
能
を
評
価
す

る
客
観
的
臨
床
能
力
試
験（O

SCE

：Objective Structured 
Clinical Exam

ination

）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
現
在
で
は

全
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
の
全
て
に
お
い
て
臨
床
実
習
開

始
前
の
進
級
判
定
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
わ
が
国
の
医
学
教
育
が
こ
こ
15
年
間
で
大
き
く
改
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変
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ

う
に
、
医
師
国
家
試
験
も
年
々
変
革
を
遂
げ
、
知
識
偏
重
の

出
題
傾
向
が
変
化
し
、
臨
床
実
習
を
正
し
く
履
修
し
な
い
と

解
答
で
き
な
い
問
題
が
多
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
２
０
０
１
年
の
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
の
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
診

療
参
加
型
臨
床
実
習
」
が
完
全
な
形
で
定
着
し
て
い
な
い
な

ど
課
題
は
残
っ
て
お
り
、
今
回
の
医
学
教
育
の
国
際
認
証
を

契
機
に
さ
ら
な
る
改
善
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２　
医
学
教
育
の
国
際
認
証

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
あ
る
意
味
で
外
圧
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
わ
が
国
も
医
学
教
育
の
国
際
認
証
へ
の
道
を
進
ま

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
外
圧
に

よ
っ
て
仕
方
な
く
行
う
と
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な

く
、
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
の
っ
と
っ
て
改
革

が
進
め
ら
れ
て
き
た
わ
が
国
の
医
学
教
育
を
、
分
野
別
質
保

証
と
い
う
視
点
か
ら
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
好
機
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、

特
に
わ
が
国
に
お
い
て
医
学
教
育
の
分
野
別
質
保
証
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
事
柄
、
す
な
わ
ち
国
際
基
準
に
の
っ

と
っ
た
医
学
教
育
基
準
の
策
定
と
認
定
審
査
を
実
施
す
る
第

三
者
機
関
を
含
め
た
認
定
評
価
制
度
の
整
備
と
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
た
。

　

医
学
教
育
に
関
わ
る
国
際
的
組
織
と
し
て
は
、
１
９
７
２

年
に
設
立
さ
れ
た
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
が
あ
る
。
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
設
立
の
趣

旨
は
、
世
界
の
医
学
教
育
の
向
上
を
通
し
て
医
療
の
向
上
を

目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
は
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
、

中
近
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
西
太
平
洋
、
米
国
の
地
域
部
会
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
本
部
は
欧
州
に
あ
る
。
２
０
０
３
年
、

Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
は
医
学
教
育
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
を
公
表
し
、
そ
の
後
２
０
１
２
年
に
改
訂
が
加
え
ら
れ
た

が
、
現
在
は
こ
れ
が
唯
一
の
世
界
共
通
の
医
学
教
育
基
準
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
あ
る
い
は
地
域
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
生
涯
を
通
じ
た
医

師
の
教
育
の
質
保
証
と
い
う
観
点
か
ら
、
学
部
に
お
け
る
卒

前
教
育
（
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
で
は
基
本
医
学
教
育
と
呼
ぶ
）
に
と
ど

ま
ら
ず
、
卒
後
研
修
、
生
涯
教
育
ま
で
包
含
す
る
も
の
で
あ

る
。
冒
頭
で
述
べ
た
、
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
の
い
う
「
世
界
医
学
教

育
連
盟
の
基
準
に
準
拠
し
た
分
野
別
認
証
」
と
は
、
ま
さ
に

こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
準
拠
し
て
実
施
さ
れ
る

認
証
を
意
味
し
て
い
る
た
め
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
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バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
準
じ
た
医
学
教
育
基
準
、
特
に
Ｗ
Ｆ

Ｍ
Ｅ
の
い
う
基
本
医
学
教
育
に
関
す
る
基
準
の
策
定
が
必
須

の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
日
本
医
学
教
育
学
会
は
、
２
０

１
３
年
、
２
０
１
４
年
、
２
０
１
５
年
と
改
訂
を
加
え
つ
つ
、

医
学
教
育
分
野
別
評
価
基
準
日
本
版
を
公
開
し
て
き
た
（
図

表
２
）。
医
学
教
育
分
野
別
評
価
基
準
日
本
版
に
は
九
つ
の
領

域
と
36
の
下
位
領
域
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
全
て
の

医
学
教
育
機
関
が
達
成
す
べ
き
「
基
本
的
水
準
」
と
、
よ
り

質
の
高
い
教
育
を
目
指
す
医
学
教
育
機
関
が
達
成
す
べ
き
「
質

的
向
上
の
た
め
の
水
準
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
準

で
は
、
医
学
の
専
門
性
に
基
づ
く
目
標
の
設
定
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
内
容
、
教
育
評
価
法
な
ど
に
は
具
体
性
が
あ
る
一
方

で
、
数
値
目
標
の
よ
う
な
も
の
は
あ
ま
り
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
医
学
部・

医
科
大
学
を
卒
業
し

た
時
点
で
、
卒
業
生
が
医
師
と
し
て
患
者
を
診
療
す
る
た
め

の
知
識・
技
能・

態
度
を
含
む
基
本
的
な
実
践
力
を
有
し
て

い
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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　　7.1　プログラムのモニタと評価
　　7.2　教員と学生からのフィードバック
　　7.3　学生と卒業生の実績・成績
　　7.4　教育の協働者の関与

８．統轄および管理運営
　　8.1　統轄
　　8.2　教学のリーダーシップ
　　8.3　教育予算と資源配分
　　8.4　事務職と運営
　　8.5　保健医療部門との交流

９．継続的改良

図表２　医学教育分野別評価基準日本版
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こ
の
専
門
的
実
践
力
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）

と
表
現
さ
れ
る
が
、
卒
業
時
に
獲
得
さ
れ
る
べ
き
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
か
ら
逆
算
し
て
、
１
年
次
か
ら
６
年
次
ま
で
の
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現

在
、全
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
で
は
、医
学
教
育
の
国
際
認

証
を
念
頭
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
基
づ
い
た
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

学
習
の
具
体
的
な
方
法
に
関
し
て
は
、
紙
面
の
関
係
上
多

く
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
教
育
、

問
題
基
盤
型・

症
例
基
盤
型
学
習
、
相
互
学
習
、
診
療
参
加

型
臨
床
実
習
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
、
地
域
実
地
経
験
、

ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
学
習
な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
単

な
る
知
識・

技
術
の
教
授
で
は
な
く
、
将
来
、
学
生
が
医
師

と
し
て
一
生
涯
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
自
己
学
習
の
十
分

な
準
備
を
提
供
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

医
学
教
育
の
国
際
認
証
に
関
わ
る
も
う
一
つ
の
課
題
は
、

認
証
評
価
制
度
の
構
築
で
あ
る
。
２
０
１
０
年
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ

Ｇ
の
宣
言
を
受
け
て
、
全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
（
全
国

の
医
学
部・

医
科
大
学
が
参
画
す
る
一
般
社
団
法
人
）
は
２

０
１
１
年
に
「
医
学
教
育
の
質
保
証
検
討
委
員
会
」
を
発
足

さ
せ
て
認
証
評
価
制
度
構
築
に
関
す
る
検
討
を
開
始
し
、
２

０
１
５
年
秋
に
は
日
本
医
学
教
育
評
価
機
構
（JA

CM
E

：

Japan A
ccreditation Council for M

edical Educa-
tion

）
が
設
立
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
一
般
社
団
法
人
と

し
て
運
営
さ
れ
、
全
国
の
医
学
部・

医
科
大
学
の
ほ
か
、
日

本
医
学
会
、
日
本
医
師
会
、
医
学
教
育
振
興
財
団
、
臨
床
研

修
推
進
財
団
、
医
療
系
大
学
間
共
用
試
験
実
施
評
価
機
構
な

ど
が
社
員
と
し
て
加
わ
り
、
独
立
し
た
第
三
者
機
関
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
、
国
内
に
お
い

て
医
学
教
育
の
認
証
評
価
を
実
施
し
て
い
く
上
で
、
医
学
教

育
分
野
別
評
価
機
関
と
し
て
国
際
的
に
認
証
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
２
０
１
７
年
３
月
に
医
学
教
育
の
分
野
別
評
価

を
国
際
基
準
に
則
し
て
実
施
可
能
な
組
織
と
し
て
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
２
０
１
７
年
３
月
の
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
の
認
定
前
に
、
18
大

学
に
対
し
て
ト
ラ
イ
ア
ル
認
証
評
価
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
含
め
る
と
２
０
１
８
年
３
月
時
点
で
30
大
学
が
分
野

別
認
証
評
価
を
受
審
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
全
国
82
の

医
学
部
全
て
が
こ
の
受
審
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
当
面
の
目
標

に
な
る
が
、
国
際
的
に
は
卒
前
教
育
（
基
本
教
育
）・

卒
後
研

修・
生
涯
学
習
教
育
を
合
わ
せ
て
医
学
教
育
と
捉
え
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
た
め
、
将
来
的
に
は
卒
前
の
学
部
教
育
だ
け
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で
な
く
卒
後
研
修・

生
涯
学
習
教
育
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

評
価
を
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

３　
医
学
教
育
の
課
題

　

２
０
０
１
年
の
医
学
教
育
モ
デ
ル・

コ
ア・

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
導
入
に
始
ま
っ
た
わ
が
国
の
医
学
教
育
改
革
で
あ
る
が
、

２
０
１
５
年
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

国
際
基
準
に
準
拠
し
た
分
野
別
認
証
評
価
が
開
始
さ
れ
る
な

ど
、
こ
こ
に
き
て
さ
ら
な
る
進
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
未
解
決
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
前
述
の
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
の
実
質
化

で
あ
る
。
全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
が
発
行
し
た
「
２
０

１
５
年
度
医
学
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
現
状
」
に
よ
る
と
、

調
査
を
実
施
し
た
時
点
で
は
、
全
国
の
医
学
部
に
お
け
る
臨

床
実
習
は
平
均
56・

７
週
と
世
界
基
準
を
下
回
る
結
果
で
あ
っ

た
が
、
こ
こ
数
年
の
各
大
学
の
努
力
に
よ
り
、
近
々
に
平
均

68・

６
週
と
12
週
ほ
ど
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
週
数
の
み
で
質
が
担
保
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
学
生

が
診
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
い
か
に
主
体
性
を
も
っ
て
臨

床
実
習
に
参
加
す
る
か
、
す
な
わ
ち
学
生
が
ど
の
よ
う
な
形

で
診
療
業
務
に
従
事
す
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
現

時
点
で
も
、
学
生
は
指
導
医
の
下
で
一
定
の
医
行
為
を
行
う

こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
は
１
９
９
１
年
に
策

定
さ
れ
た
厚
生
省
（
当
時
）
臨
床
実
習
検
討
委
員
会
の
答
申

（
い
わ
ゆ
る
前
川
リ
ポ
ー
ト
）
に
拠
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
現

状
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

　

ま
た
、
学
生
の
行
う
医
行
為
に
対
す
る
法
的
な
担
保
が
明

確
で
な
い
と
い
っ
た
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
な
か
、
臨
床
実
習
開
始
前
の
進
級
判
定
の
材
料
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
共
用
試
験
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
な
ど
）
を
公
的
な
も

の
に
し
、
さ
ら
に
共
用
試
験
に
合
格
し
た
学
生
（Student 

D
octor

）
が
一
定
の
条
件
下
で
行
う
医
行
為
に
関
す
る
新
た

な
基
準
を
設
け
（
前
述
の
前
川
リ
ポ
ー
ト
の
見
直
し
）、
こ
れ

を
法
的
に
担
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
が
、
文
部
科
学

省
、
厚
生
労
働
省
を
含
む
関
係
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
医
師
国
家
試
験
の
あ
り
方
で
あ
る
。

多
く
の
大
学
で
は
医
学
部
６
年
次
の
９
月
以
降
に
卒
業
試
験

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
学
生
は
年
明
け

２
月
に
行
わ
れ
る
医
師
国
家
試
験
に
向
け
た
受
験
勉
強
に
突

入
す
る
。
す
な
わ
ち
、
６
年
次
の
後
半
は
卒
業
試
験
と
国
家
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試
験
対
策
の
た
め
に
多
く
の
時
間
が
費
や
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
本
来
で
あ
れ
ば
卒
後
研
修
と
連
続
性
を
も
つ
べ
き
卒
前

教
育
が
国
家
試
験
の
た
め
に
寸
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
医
師
国
家
試

験
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
国
家
試
験
の
出
題
は
診
療
参
加
型

臨
床
実
習
に
則
し
た
も
の
に
限
定
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
と
の
差
別
化

を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
２
０
１
８

年
２
月
に
施
行
さ
れ
た
第
１
１
２
回
医
師
国
家
試
験
で
は
一

般
問
題
１
５
０
題
と
臨
床
実
地
問
題
２
５
０
題
が
出
題
さ
れ
、

２
０
１
７
年
の
第
１
１
１
回
と
比
較
す
る
と
一
般
問
題
が
１

０
０
題
減
じ
ら
れ
た
。
よ
り
実
際
の
臨
床
に
軸
足
を
置
く
べ

く
、
国
家
試
験
改
革
は
始
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら

に
図
表
１
に
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
国
家
試
験
直
前
に
技
能・

態
度
を
改
め
て
評
価
す
るPost CC O

SCE

（Post-Clinical 
Clerkship O

SCE

）
を
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
全
医
学
部
に

お
い
て
導
入
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
は
私
見
で
は
あ
る
が
、
最
終
的
に

は
学
生
は
６
年
次
の
12
月
末
ま
で
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
に

従
事
し
、Post CC O

SCE

を
受
審
し
た
上
で
年
明
け
２
月

の
国
家
試
験
に
臨
む
の
が
理
想
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
課
題
が
確
実
に
解
決
さ
れ
れ
ば
、
必
然
的
に
卒
後

臨
床
研
修
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
革
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

卒
前
教
育・

専
門
医
研
修
と
臨
床
研
修
を
有
機
的
に
連
動
さ

せ
る
べ
く
、
そ
の
内
容
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
ま
さ
に
、

卒
前
と
卒
後
の
医
師
養
成
の
シ
ス
テ
ム
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

　

わ
が
国
の
医
学
教
育
は
、
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
世
界
的

に
も
高
い
質
を
維
持
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
本
邦
に
お
け
る

医
療
水
準
、
さ
ら
に
は
医
学
関
連
の
研
究
実
績
を
み
れ
ば
自

明
で
あ
る
。
一
方
、
２
０
１
０
年
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
の
宣
言
を

機
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

準
拠
し
た
医
学
教
育
の
必
然
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
医
学
的
知
識
の
み
な
ら
ず

医
師
と
し
て
の
使
命
感
、
倫
理
観
、
診
療
技
術
、
患
者
へ
の

適
切
な
対
応
な
ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
教
育
の
成
果
と
し

て
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
確
実
に
修
得

す
る
た
め
に
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
示
し
、
ア
ウ
ト
カ
ム
を

達
成
す
る
た
め
の
教
育
法
と
、
達
成
の
度
合
い
を
評
価
す
る

評
価
法
を
備
え
た
教
育
体
制
の
構
築
が
必
須
と
な
っ
て
く
る
。
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